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岡澤 仁美（数学教育コース） 
子どもを不幸にするいちばん確実な方法 
 
１．教育を考える一言 
…子どもを不幸にするいちばん確実な方法はなにか、それをあなたがたは知っているだろうか。 
それは、いつでもなんでも手に入れられるようにしてやることだ。… 
――J.J.Rousseau 
 
２．背景 
私とこの言葉の出会いは、私が茨城大学に通っていた頃の恩師である、根本博教授が執筆した
本の余白ページです。数学教育に興味を持ち、いざその世界へ飛び込もうとしていたときでした。
この言葉に出会って、大学 3 年次に行った教育実習で、私が履修簿に書いた言葉を思い出しまし
た。 
「教師が子どもがやる前から失敗を正すより、少し遠回りでも失敗を経験させて、どうしたら
うまくいくか考えさせる方がよりその子のためになる。」 
このことに気づく前の私は、子どもに問題の解き方を教えて正しい答えを導けるように指導す
ることが、教えるということだと思っていました。しかし、授業中に子どもたちがつまらなそう
に私の話を聞いている姿を見て、教えるとはどういうことかを考えるようになり、上記のような
ことを思いました。 
これは教育実習を通して私が学んだことでしたが、このルソーの言葉と出会って、教えるとは
どういうことかを再度考えるきっかけになりました。 
 
３．考察 
教えるということは、子どもに考えさせることだと考えます。ルソーのこの言葉は、「いつでも
なんでも手に入れられる」ようにすることについてですが、問題に対して正しい解き方や答えだ
けを教えることもこの言葉に当てはまると思います。正しい解き方と答えを子どもに教えること
が教育ならば、教科書などの教材と子どもの関係だけで教育はうまく機能するようにも感じます。
なぜ教育に教師が必要なのか、その存在意義は多数あると思いますが、その一つとして、将来子
どもが対面するであろう乗り越えなければならない壁を乗り越える方法を、教えたり一緒に考え
たりする人が必要だということが挙げられます。壁は、勉強の問題だったり生活上の問題だった
り、様々なものが考えられますが、教師がその壁の大きさを調節し、考えるための時間をつくる
こと、つまり教師が子どもにとっての壁をつくり一緒に考えることが、教育において大事なので
はないかと思います。 
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